
地図で歩く 　可部のまち②　  　可部東 ＜上原地区＞

①藤ノ棚大神

もとは農耕の神、今では

可部の商人たちから格

別の崇敬を集めている。

平成20年の祭りは4月8

日に行われた。

②やっとご免の観音

六臂の如意輪観音（ろっぴの

にょいりんかんのん）。昔、観

音の頭上に横道があり、人々

はその道を通るときに畏敬の

心で「やっとご免ン」と声をか

けて通った。舟ケ谷観音とも。

③ 摩崖仏まがいぶつ

40cmの円形が彫られ、

中に梵字の陰刻がある。

キリークと読み、阿弥陀

如来を意味している。

④上原の耳観音

むかし、耳や目の悪い

人に霊験があるといわ

れ、治った人はお礼に、

穴の開いた石を供えた。

⑤石地蔵

台座の正面に「三界万霊」

と刻まれ、享保9年（1724

年）とある。三界には、過

去・現在・未来の意味もあ

るという。

⑦ 寺山の観音堂

正式名称は「迎招院曼荼

羅寺（ごうしょういんまんだ

らじ）、ご本尊は11面観音

像で熊谷氏が甲州から寄

進したという。

２

寺山の麓のお宝と山頂めぐりコース
●所要時間/２時間 ●徒歩またはサイクリング ●通年楽しめる

⑥上原神社

古くからこの地の氏神とし

て崇められ、寛政11年

（1795年）に修復されたも

の。舞殿も持ち、石段下に

は梵鐘もある。

寺山・高松山・根の谷川

⑧山頂部の公園化

標高約100mの山頂部は瀬戸

内海まで見渡せる展望地であ

り、「可部山繭つむぎ同好会」

が中心になって、自然公園づく

りが進められている。平地部と

の周遊の実現を目指している。

⑨ 寺山総合公園

平地部の標高は75ｍで可部

の全域のみならず広島湾まで

見渡せる。運動の出来る多目

的広場や遊具もあり、トイレ・

駐車場も完備している。

聖観音像完成

寺山公園の完成と可部高校移

転を記念し、地元篤志家により

建立された。

観音は人々の願いを聴き安全

と成長を見守ってくれている。

山頂部（整備中）から

可部盆地を望む

寺山総合公園（平地部）

休憩施設として、4棟のあずま

屋もある。地元民が植樹した

桜の成長が待ち遠しい。
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可
部
に
夏
の
到
来
を
告
げ
る
「
大
文
字
の
点
灯
」
。
寺
山
と
根

の
谷
川
周
辺
は
そ
の
絶
好
の
鑑
賞
場
所
。
こ
の
地
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 
                        

「
三
入
の
庄
」 

上
原 

 

 

上
原
が
歴
史
の
舞
台
に
登
る

の
は
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）

後
、
熊
谷
直
時
が
埼
玉
県
熊
谷
市

か
ら
「
安
芸
の
国
三
入
の
庄
」
地

頭
に
任
じ
ら
れ
て
大
林
に
伊
勢 

          
 

ガ
坪
城
を
築
い

て
移
り
住
み
、
大

林
、
三
入
、
桐
原
、

南
原
、
上
原
な
ど

を
治
め
て
い
た

頃
か
ら
だ
。 

 

そ
の
後
、
熊
谷

氏
は
一
五
〇
〇

年
頃
に
高
松
山

に
城
を
移
す
が
、

一
族
の
者
へ
出

城
と
し
て
寺
山

城
も
築
か
せ
て

お
り
、
寺
山
城
主

と
船
山
城
主
と

が
仲
違
い
し
て

い
た
と
の
話
も

残
っ
て
い
る
。 

 

上
原
の
護
摩
台
は
、
明
治
初
期
、

財
政
に
窮
し
た
広
島
の
浅
野
藩

が
可
部
の
商
人
に
命
じ
て
、
天
保

銭
（
ニ
セ
銭
）
を
鋳
造
さ
せ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
も
「
可
部
町

史
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

可
部
高
校
が
寺
山
に
移

転
し
た
こ
と
で
、
上
原
地
区

に
は
高
校
が
二
校
に
、
私
立

大
学
が
一
校
。
安
佐
北
区
内

に
は
例
を
見
な
い
文
教
地

区
と
し
て
脚
光
を
集
め
始

め
た
。
若
人
た
ち
の
活
力
と

融
和
し
て
、
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
と
、
地
元
の
期
待
は

広
が
る
。 

 

根
の
谷
川
の
川
土
手
、
と

り
わ
け
左
岸
の
上
原
側
は

両
校
の
通
学
路
。 

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

環
境
美
化
に
懸
命
だ
。 

      

年
四
回
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク 

 

自
分
の
責
任

で
自
由
に
遊
ぶ

を
モ
ッ
ト
ー
に

禁
止
事
項
の
な

い
冒
険
遊
び
の

場
の
提
供
。
場

所
は
根
の
谷
川

河
川
敷
で
、
毎

回
数
百
人
の
子

供
や
大
人
の
参

加
で
賑
わ
う
。
主
催
は
「
寺
山
に

プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
作
ろ
う
会
」
。 

 
 ヤ

マ
マ
ユ
の
森
づ
く
り 

 

寺
山
の
山
頂
部
南
側

二
千
㎡
に
、
山
繭
ガ
の

幼
虫
が
好
む
カ
シ
や
ク

ヌ
ギ
等
を

植
樹
す
る

「

ヤ

マ

マ

ユ
の
森
」
整

備

作

業

が

進

め

ら

れ

て
い
る
。
昭
和
初
期
ま
で
一
大
生

産
地
だ
っ
た
山
繭
織
り
を
ま
ち

お
こ
し
に
活
か
そ
う
と
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
山
繭
つ
む
ぎ
同

好
会
」
は
鳥
獣
対
策
に
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
山
道
の
取
付
け
を

急
い
で
い
る
。
将
来
は
平
地
部
の

公
園
と
山
頂
部
の
公
園
を
周
遊

で
き
る
コ
ー
ス
に
す
べ
く
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ク
リ
ー
ン
根
の
谷
川
と 

 
 

大
文
字
灯
か
り
ま
つ
り 

 

「
子
ど

も
が
安
心

し
て
遊
べ

る
川
に
」

と
願
っ
て
、

十
一
年
前

か
ら
毎
年

秋
に
ご
み

拾
い
清
掃

を
続
け
て

い
る
。
活
動
の
輪
は
年
々
広
が
り
、

今
で
は
地
元
民
に
加
え
、
小
・

中
・
高
・
大
学
生
も
参
加
、
五
百

名
を
超
え
る
清
掃
活
動
に
発
展

し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
五
月
に
は
大
文
字
の
点

灯
の
夜
に
、
幻
想
的
な
ロ
ー
ソ
ク

灯
か
り
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
も

試
み
ら
れ
て
い
る
。
主
催
は
い
ず

れ
も
「
可
部
カ
ラ
ス
の
会
」
。 

 

二
千
年
の
歴
史 

 
 
 
 

上
原
・
寺
山 

今
昔
も
の
が
た
り 

地図で歩く 可部のまち②  可部東 ＜上原地区＞ 

弥
生
時
代
の
貝
塚
や
古
墳
時
代
の
遺
跡
も
確
認
さ
れ
た

上
原
地
区
。
戦
国
期
に
は
寺
山
城
も
築
か
れ
、
太
平
洋

戦
争
時
に
は
防
空
用
の
監
視
所
も
築
か
れ
た
寺
山
。「
屏

風
山
」
と
も
う
た
わ
れ
、
有
史
以
来
親
し
ま
れ
て
き
た

寺
山
は
近
年
の
再
開
発
に
よ
り
、
老
い
も
若
き
も
集
う

魅
力
的
な
地
に
変
貌
し
た
。 
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